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民主党政権になり，教育や医療に風穴が開いたように感じられる。同党が主張

する医師・看護師などの増員，医療機関の入院による診療報酬の増額，障害者自

立支援法の廃止が実現すれば，精神科医療もずいぶんやりやすくなるかもしれな

い。医学部定員を 1.5倍にしても教員数が変わらなければ現場の負担だけが増え

るといった批判は確かにあるが。新政権のもと医療観察法がどうなるのかについ

ては，同党のマニフェストには記載がないようなのではっきりしない。法成立の

過程では，政府案は安易な精神鑑定，刑事施設での精神医療の不備，地域におけ

る精神保健福祉体制の未整備などの問題を抱え，かえって精神障害者への差別・

偏見を助長する危険性があるとして反対していた。その後の動きはわからない

が，本誌「巻頭言」で松原先生が指摘されているような問題点を議論する絶好の

機会かもしれない。
●

原著論文を中心に編集するというのが本誌の理念である。本号はそれなりの体

裁を保つことができ，投稿していただける研究者に感謝したい。本号では高齢者

の認知症や抑うつ，統合失調症，全般性社交不安障害，発達障害などについて，

いずれも臨床に密着した問題が扱われている。テーマは薬物関連(野澤・眞鍋・

高見・根本各氏)，心理社会的治療(永田・森各氏)，評価(臺・村山・安田各氏)，

神経病理(藤城氏)で，この面でも特に偏りがなく，なんとか責任を果たせている

という思いである。まとめられた各氏に感謝したい。
●

土居健郎先生の追悼文は，中井久夫先生にお書きいただいた。尊敬と親密さに

あふれ，お 2人の関係を面前に見るようである。これほど身近から土居先生の

公と私を表現された方はないのではないか。土居先生は 1969年から 1974年に

本誌の編集委員をされた。当時のメンバーには西尾友三郎，加藤正明，臺 弘，

新福尚武，江副勉，保崎秀夫，上出弘之，野上芳美，島薗安雄，後藤彰夫，笠

原嘉，荻野恒一(以上，敬称略)ら錚々たるたる方々がおられた。中井先生の追悼

文にもあるが，1970年代に統合失調症を考えていたのは日本だけという時代で

あった。東京大学出版会の「分裂病の精神病理」シリーズの企画は土居先生が立

てられたという。統合失調症の臨床を大事にする精神科の風土は今も薄れてお

らず，本誌もいくつかのオリジナル論文を取り上げている。この伝統は今後とも

守っていきたいものである。 (S.I.)
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